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【加速】一般社団法人「ＤＭＯやつしろ」設立による地域資源（伝統文化と食）の活用推進によるしごと創造事業

■事業概要・内部検証

4　交付金を充当する
経費内容

①DMOやつしろ設立支援事業 １８，０００千円
・専門的人材の確保
・設立時専門スタッフの確保
・DMO認知度向上経費

②DMOやつしろ機能強化支援事業　１４，９００千円
・組織力強化のための専門的人材育成
・旅行業事業所登録
・戦略計画策定、マーケティング
・観光ｶﾞｲﾄﾞ育成
・インバウンド対策事業(動画製作、新規旅行商品開発、海外観光展出展)

③DMOやつしろと地域との連携による観光資源を活用した地域活性化事業　４６，４４５千円
・地域資源のブラッシュアップ推進事業(八代妙見祭のユネスコ無形文化遺産登録PR、素材
の高度化、伝統芸能等の観光資源化）
・フードバレー流通推進事業（6次産業化推進・国内流通・海外流通アドバイザー委託、農林
産物等PR事業補助、台湾フェアトップセールス、台湾における八代フェア開催事業、海外バ
イヤー招へい事業、リーファーコンテナ利用支援）

【背景】
・八代港への海外大型クルーズ船の寄港増や八代妙見祭のユネスコ無形文化遺産登録へ
の動きなどを捉えて、本市経済に活力を取り戻すため、商工団体及び民間事業者と連携し
ながら、市内の観光地への誘客や物産の販売促進に取り組んでいるところである。

・県の「くまもと県南フードバレー構想」との連携により、八代港を活用しアジア等の海外市場
への農林水産物等の販路拡大を進めており、近年、香港や台湾などへ、晩白柚や梨などの
地域の特産品を販売するに至っている。

・これらの観光物産振興を着実に推進するため、「マネジメント機能」、「マーケティング機
能」、「行政や地場産業との連携機能」、「稼ぐ力」を備えた組織・体制の確立とそのための有
能な人材の確保・育成が、最重要課題となっている。

・また、全国花火競技大会や八代妙見祭、県南地域の豊かな自然環境や歴史文化等の観
光資源の活用、海外大型クルーズ船客やFIT（個人旅行者）等の観光消費額が高い外国人
観光客の誘致、更には「くまもと県南フードバレー構想」による農林水産物等の販路拡大の
取組みと連携して、アジアをはじめとする海外市場をターゲットにグローバルな視点での戦
略を持ち、「稼ぐ力」を持続的に生み出していくことが課題である。3　事業の背景・目的

1　事業名
一般社団法人「ＤＭＯやつしろ」設立による地域資源（伝統文化と食）の活用推
進によるしごと創造事業【事業期間：Ｈ28年度】

2　総合戦略での主な
位置付け

１．交流人口の拡大

（２）世界に打ち出す観光業の展開

【目的】
・戦略的な観光物産振興事業を展開するDMOやつしろを設立し、「マネジメント機能」、
「マーケティング機能」、「行政や地場産業との連携機能」、「稼ぐ力」を備えた組織体制を確
立するとともに、DMOやつしろを地域を担う企業として浸透させるための認知度向上に取組
む。

・県南15市町村の行政・商工団体・民間事業者で構成する「くまもと県南広域観光連携推進
会議」と連携した組織機能の強化及び事業展開により、当地域の交流人口拡大や観光消費
拡大による経済の活性化を図る。また、当地域の関係事業者とDMOやつしろの連携事業の
拡大により、当地域の産業の稼ぐ力を強化し更なる雇用の拡大を図る。

・地場産業との連携による６次産業化の促進や、地域産品の輸出促進及び海外における流
通強化のための事業をDMOやつしろの海外等での事業展開とも連携して実施し、当地域の
農林水産物等の需要拡大と当地域の知名度向上を図る。

基本目標２：人をひきつけ、人が集う、活気ある“やつしろ”
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【加速】一般社団法人「ＤＭＯやつしろ」設立による地域資源（伝統文化と食）の活用推進によるしごと創造事業

（千円）

事業開始時点
(H26年度)

事業実施後
（H28年度）

238 245

238 221

14,000 22,000

14,000 10,000

観光入込客数（万人）

実績値

目標値

実績値

6　本事業における重
要業績評価指標

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

農林水産物等の輸出額（千円）

③DMOやつしろと地域との連携による観光資源を活用した地域活性化事業
≪地域資源のブラッシュアップ推進事業≫
・八代妙見祭のユネスコ無形文化遺産登録PR
　ユネスコ登録記念セレモニー及び記念講演会の開催
　ユネスコ登録九州５祭パンフレット作成（10,000部）
　イベント派遣（台湾、ハワイ）
　妙見祭ユネスコ法被新調（70着）
　全国山・鉾・屋台保存連合会総会八代大会開催にあわせたユネスコＰＲ
　八代市立博物館冬季特別展覧会「笠鉾大解剖２-これぞ町印!本町本蝶蕪-」開催
・素材の高度化
　妙見祭臨時観覧席の増設（252席）
　携帯端末を活用した町歩き
　妙見祭祭礼絵巻の複製
　文化財保存整備（笠鉾修理）
　観光ガイド業務の委託及びガイド活動支援
　ガイド活動支援業務担当臨時職員1名雇用
・伝統芸能等の観光資源化
　民俗文化財の記録映像作成
　民俗文化財衣装用具等新調修理及び民俗芸能公開機会の創出
　市ＨＰで情報発信するためのコンテンツ制作
　民俗文化財の記録映像化補助のための担当臨時職員1名雇用
≪フードバレー流通推進事業≫
・6次産業化推進、国内流通、海外流通アドバイザー委託
・農林水産物等PR事業補助
・台湾フェアトップセールス
・台湾における八代フェア開催事業
・海外バイヤー招へい事業
・リーファーコンテナ利用支援

7　事業実績

①ＤＭＯやつしろ設立支援事業
・外部人材（ＪＴＢ九州）招聘1名
・マーケティング及びプログラミング専門官1名、イベントプロデュース専門官2名雇用
・ＤＭＯやつしろ認知度向上事業の実施（きびっとストア開設・イベント開催・雑誌への掲載：
4回）

②ＤＭＯやつしろ機能強化事業
・人材育成研修会（3回開催）
・第三種旅行業事業所登録
・ＤＭＯやつしろ戦略プランの作成
・動画制作
・旅行新商品開発：きびっとツアー造成及び販売
・国内外観光展出展（ＥＸＰＯジャパン・台湾高雄・香港）

79,3455　平成28年度実績額

目標値
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【加速】一般社団法人「ＤＭＯやつしろ」設立による地域資源（伝統文化と食）の活用推進によるしごと創造事業

8　成果・課題

【課題】
・ＤＭＯやつしろは立ちあがって間もないことから、財政的・人的支援が当面必要となる。
・大型クルーズ船が八代港に入港し、市内をツアーバスが周遊するものの経済効果が出て
いないことから、新たな切り口が必要となる。また、ＤＭＯやつしろの自立を目指していくに
は、安定収入が得られるコンテンツを探し出す必要がある。
・台湾におけるトップセールス・フェア開催については、今後の事業展開及び開催地の選定
が課題である。
・海外バイヤー招へい事業については、バイヤー招へい後、輸出に向けたサポートも必要で
ある。
・リーファーコンテナ利用支援については、食品等の輸出に必要な設備拡充等が現在進行
中のため、現状では輸出できる品目が限定される。

③DMOやつしろと地域との連携による観光資源を活用した地域活性化事業
≪地域資源のブラッシュアップ推進事業≫
・八代妙見祭のユネスコ無形文化遺産登録を国内外に積極的に情報発信したことで祭りへ
の関心が高まり、昨年より1割程度の集客増につながった。また、観覧席の増設、観光ガイド
による案内などおもてなしを充実したことで祭りの魅力アップを図ることができた。あわせて、
その他の民俗文化財についても用具の整備や公開機会の創出による各行事の披露の場が
増加したことで、保存継承と交流促進の意識が高まり、今後の観光資源としての活用の可能
性が高まった。
≪フードバレー流通推進事業≫
・6次産業化推進アドバイザー委託：新商品開発・商品ブラッシュアップ等6商品
・国内流通アドバイザー委託：マッチング成約額1,100万円
・海外流通アドバイザー委託：台湾フェア開催のための輸出セミナーの開催及び物流等の
実務実施
・農林水産物等ＰＲ事業補助：16件
・台湾フェアトップセールス（海外旅費）：台湾・香港の2カ国
・台湾における八代フェア開催事業：売上256万円、来場者1万人
・海外バイヤー招へい事業：台湾2回・タイ1回
・リーファーコンテナ利用支援：1件

【成果】
①ＤＭＯやつしろ設立支援事業
・外部人材を活用したことにより、情報収集力、旅行商品の造成や販売ルート確保、人脈の
活用などが図られ、組織機動力が高まり活動にも幅が広がった。
・市内におけるＤＭＯやつしろの認知度を高めるため、イオン八代店内に「きびっとストア」を
開設し、八代市の観光情報、お土産品販売を実施した。

②ＤＭＯやつしろ機能強化事業
・第三種旅行業事業所登録が完了したことから、旅行商品の造成及び販売（６ツアー）がで
き、地域プラットフォームによるまちづくり観光への環境が整った。
・地域の魅力を伝えるための動画制作ができたことにより、今後、ＳＮＳやクルーズ船内での
ＰＲ・プロモーションへ活用が可能となった。
・五家荘へ台湾からのツアー客１５０名を受入れた。
・大型クルーズ船入港時におけるおもてなし（着付け・人力車・お茶体験等１０回）及びアン
ケート調査の実施
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【加速】一般社団法人「ＤＭＯやつしろ」設立による地域資源（伝統文化と食）の活用推進によるしごと創造事業

■外部検証（外部委員からの意見等）

■議会による検証

・設立後間もない中で積極的な活動は評価したい。特に旅行業者登録により自主運営の道
を確立して欲しい。フードバレー事業の海外展開も、イベント事業から推進的事業に展開し
て行くかが課題。
・八代妙見祭がユネスコ無形文化遺産に登録され、これまでの努力の成果だと評価できる。
・限られたスタッフで予算等も制限のある中で、行政、企業等との連携も良くでき、積極的な
さまざまな事業が評価できる。
・全国花火大会の集客はすごかった。回数を重ねるごとに知名度はアップしたように思える。
一方で、道路の渋滞は少し困ることもある。
・観光関係を総括するDMOやつしろの設立により、具体的効果が上がる組織である。また、
これに伴い、事業展開もスムーズに行っている。
・DMOやつしろの設立によって、八代市及び近隣市町村の多様な関係者と協働しながら、
「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりを行うための基盤が整備された。
・「DMOやつしろ」が設立されたことで、新しい視点に立って、しごと創造の課題に積極的に
取り組むことができた。
・観光と文化を起点としたこれからの産業づくりに大きく資する事業として期待できる。妙見祭
のユネスコ無形文化遺産登録、大型クルーズ船の八代港寄港促進など、今後さらに重要性
を増す、観光事業の推進基盤となりうるDMOに期待したい。
・八代妙見祭のユネスコ無形文化遺産登録について、国内外への情報発信により、前年より
１割増の集客を得たこと。
・基本目的が明確化されていて、範囲、領域（ドメイン）ごとの事業実績として表れている。

12　議会による検証
（意見等）

・これまでの評価結果を見てみると、第一印象は、成果より課題だらけだと感じた。課題を
しっかりと分析して取り組んでもらいたい。
・クルーズ船については、業者からの苦情が多く、「来てもらいたくない」という声が上がって
いる。旅行業者の添乗員が観光客を誘導してまわっているが、マナーも悪く、お金も落ちて
いない。事件、事故を非常に心配しているので、県としっかりと話し合ってもらいたい。
・地方創生がスタートして、あまりにもクルーズ船強化へシフトしすぎたと思う。やはり国内で
ある東京を中心とした事業展開をＤＭＯは目指してもらいたいと思うので、事業の見直しをお
願いしたい。
・台湾におけるフェア開催について、成果は評価しているが、毎年同じような展開をするので
はなく、各課題を分析しながら取り組んでほしい。
・その商品が本当にその国の消費者に求められているのかを考えながら、取引に繋がるよう
な取組みを行ってほしい。

効果的であった

10　本事業を評価する
意見

11　本事業の良くな
かった点・改善策等の
意見

・クルーズ客のニーズは変化が速く、他地域の長崎、福岡などとの情報交換も必要と思われ
る。
・農産物の輸出額が減少している。今後もＪＡも共同で取り組む課題と考える。
・一定の評価はできると思う。八代の持つ観光資源（素材）の可能性は未だ完全な熟成に
至っていないと思われ、その辺の発掘に期待できるのでは。
・「DMOやつしろ」の存在、役割、事業展開等について、広く地域住民に周知してもらうように
すべきである。
・DMOやつしろは立ち上がって間もないことから財政的、人的支援が必要な状況。道半ばの
状況であり、評価自体が時期尚早と思料。
・今まで行政が行ってきた、観光政策の枠を超え、民間の活力を活用した事業の創造を期
待したい。
・DMOの事業体は企業とは違うので、その特性を生かして、他の企業・機関・団体との連携を
期待する。
・DMOやつしろ設立支援事業の「きびっとストア」については、無人のため集客性が脆弱。イ
オン内に従事しているスタッフ等も店名を知らない者ばかりだった。観光ランキングなど、目
をひくボードや試食等人の足を止め、注目を得る工夫がまだまだ必要なのではないか。

9　事業の評価
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【加速】一般社団法人「ＤＭＯやつしろ」設立による地域資源（伝統文化と食）の活用推進によるしごと創造事業

■実績値等を踏まえた事業の今後の方針について

13　今後の方針

・作成したＤＭＯやつしろ戦略プランに基づき、着実に重点施策を推進することにより、さらな
る国内外観光客の受入れを強化していく。
・大型クルーズ船バスツアーに参加しない乗客及びクルーに対応するため、新たなツアーを
造成し、寄港効果を高めていく。また、周遊バス運行については、消費に繋がるよう、適宜運
行ルートを変更する。
・フードバレー流通推進事業について、６次産業化・国内流通・海外流通の各分野の課題克
服のため各種アドバイザー委託を継続して実施する。また、農林水産物等ＰＲ事業について
は、販路開拓及び需要拡大を図るため継続して実施する。台湾等におけるトップセールス・
フェア開催については、台湾等への継続的な商流を構築できるようなフェアの開催および開
催地の選定を検討する。海外バイヤー招へい事業については、後の輸出実施までをトータ
ルでサポートできる体制づくりを行っていく。リーファーコンテナ利用支援については、八代
港の現ポテンシャルに合わせた輸送試験や輸出素材の選定を行っていく。
※本事業については、国の地方創生推進交付金を活用し「海外クルーズ船寄港を活かした
観光・物産プロジェクト（平成２８年度～平成３２年度）」として事業を引き継ぎ実施予定。
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【加速】くまもと県南ローカルブランディングプロジェクト（食と観光連携事業）

■事業概要・内部検証

3　事業の背景・目的

【背景】
・県南15市町村や民間事業者で構成する「くまもと県南フードバレー推進協議会」を推進母
体に、食関連の研究開発機能や企業等の集積、6次産業化の推進、大都市圏への販路拡
大等の実現を目指す「くまもと県南フードバレー構想」を展開している。

・これまでも地方創生交付金を活用し、当該構想を推進する”売れるものづくりのＰＤＣＡサイ
クル”の確立に向け、商売の基盤となる”地域連携プラットフォーム”の構築を進めており、こ
れにより幅広い地場産品の安定的な販路の開拓・拡大を進めつつ、将来的に”商社的な機
能”を果たすことができる地域民間事業者を育成、併せて当地域の「食」のブランド力を高め
ることで、新たな”しごと”や雇用の創出等に取り組んでいる。

・また、平成26年度には、官民が連携し、県南地域の豊富な観光資源を活用した広域的な
観光振興策を進める「くまもと県南広域観光連携推進会議」を設立し、観光振興策の調整や
情報共有に取り組んでいる。

・更には、海外観光客の増加や、先に控える東京オリンピックや、世界ラグビー、女子ハンド
ボール世界大会といった国際イベントの開催を踏まえ、和の文化を支える”いぐさ”の日本一
の産地であることをアピールするため、官民で構成される「いぐさ・畳表活性化連絡協議会」
を中心に、様々な活動が行われている。

・しかし、県南地域ではトマトやい草といった”日本一”の産品を持ちながらも、それを知名度
や雇用の場の創出に活かしきれていないことが課題である。

・また、広く地域の知名度を高め、地域ファンを獲得し、地域にお金が落ちる仕組みに繋げ
ていくためには、地場産品の販路開拓と併せて、当該地場産品を生み出す地域自体の自
然環境や伝統文化など、その地域のファンづくりの取組を通じて、地域ブランドを創出する
必要がある。

1　事業名
くまもと県南ローカルブランディングプロジェクト（食と観光連携事業）【事業期
間：Ｈ28年度】

2　総合戦略での位置
付け

基本目標２：人をひきつけ、人が集う、活気ある“やつしろ”

１．交流人口の拡大

（１）地域資源を活かした交流拡大の推進

【目的】
・“フードバレー”の取組みを核に、次のステップとして、”地域の知名度（ネームバリュー）”を
高め、地域(産品）へ興味と購買意欲を持つ継続的なファン獲得に繋げるため、地域の強み
を活かした顧客・市場の嗜好や声に答える商品開発や、県南エリアにおける周遊性を高め
つつ、豊富な観光資源を生かし、海外訪日客も含めた食と観光ツアーといった“食も含め地
域の魅力をパッケージで体験する”機会を創出する。

・地元金融機関と将来を支える高校生が連携し、地元食材を活用した商品（弁当等）開発と
いった地域の魅力を自ら見つめなおす活動を並行して進めることで、地域に根付く真の
“ローカルブランド”を確立する。

・ファンとなった人々が持つ情報発信力は、国内外での知名度向上等にも寄与するものであ
り、将来的にはこれを地域商社機能を持つ地域民間事業者が活用し、既存産業の活性化
や新たな　”しごと”の創生を図り、若者が地域に残るための環境整備や民間の稼ぐ力の向
上、地域経済の自立・自走に繋げていく。
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【加速】くまもと県南ローカルブランディングプロジェクト（食と観光連携事業）

（千円）

事業開始時点
（Ｈ26年度）

事業実施後
（H28年度）

236,338 241,000

236,338 309,270

6　本事業における重
要業績評価指標

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

地域宿泊観光客数（人）
目標値

実績値

4　交付金を充当する
経費内容

※熊本県及び県南１５市町村連携事業として実施。

①顧客の視点に立ったフードバレー地域産品開発　　２５，０００千円（県）
・マーケットインによる商品開発に向けた市場調査（い草関係）
・大手小売店等と連携した地域産品の開発
・金融機関、実業系高校と連携した地域特産品や弁当の開発　等

②食と観光資源の整理と誘客ターゲットごとの観光ルートの作成
・②＋③＝３０，０００千円（内　県：25,500千円、八代市：655千円）
・広域的な官民連携、地域内産業間連携及び観光産業のプロの活用による観光資源の整
理と観光ルート作成

③食・観光関係者等への連携商品ＰＲ
・②＋③＝３０，０００千円（内　県：25,500千円、八代市：655千円）※再掲
・モニターツアーの実施（官民連携、地域内産業間連携による受入対応）
・マスコミ、SNS（パワーブロガー等）、観光産業のプロを活用した情報発信
・代表産品である「い草」を活用した情報発信（和文化の活用）

④その他ファン獲得に向けた取組み　１５，０００千円（県）
・ふるさと納税制度やクラウドファンディング等の活用推進
・県内外での地域アンテナショップの展開
・地域フェアの開催

7　事業実績

②食と観光資源の整理と誘客ターゲットごとの観光ルートの作成
・県南15市町村周遊観光ルートの作成
・県南15市町村買物レシートラリー

③食・観光関係者等への連携商品ＰＲ
・EXPOｼﾞｬﾊﾟﾝへの出展
・博多駅・鹿児島中央駅での観光プロモーション
・国内外ファムトリップの実施
・県南15市町村パンフレットの作成
・県南15市町村ＰＲ動画の制作
・旅行商談会への参加

5　平成28年度実績額 637
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【加速】くまもと県南ローカルブランディングプロジェクト（食と観光連携事業）

8　成果・課題

【成果】
②食と観光資源の整理と誘客ターゲットごとの観光ルートの作成
・1泊2日観光ルートの作成（30ルート）

③食・観光関係者等への連携商品ＰＲ
・ＥＸＰＯジャパンにおいて2,289名のアンケート調査を実施
・15市町村パンフの配布：博多駅（500セット）鹿児島中央駅（500セット）
・国内メディア・旅行代理店モニターツアーの実施（3回）
・海外メディア・旅行代理店モニターツアーの実施（3回）
・県内15市町村啓発パンフレットの作成（10万部・多言語4万部）
・ＰＲ動画をｆａｃｅｂｏｏｋ、ｉｎｓｔａｇｒａｍ、ｙｏｕｔｕｂｅへのアップ
・香港旅行商談会（35社中15社と商談）
・福岡商工会議所主催観光マッチング2017（国内7社、海外3社）

【課題】
・ＥＸＰＯジャパンでは、熊本県に対する認知度はあるものの、県南市町村の認知度は限りな
く低く、今後、戦略的な情報発信が必要である。
・買物レシートラリーの反応があまりなかったことから、プロモーションの効果的なＰＲ方法を
再検討する必要がある。
・海外モニターツアーは興味を持っている視察先と市町村で売り出したい物とのすり合わせ
を丁寧に行っていく必要がある。また、旬の情報を継続して発信していくことが必要となる。
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【加速】くまもと県南ローカルブランディングプロジェクト（食と観光連携事業）

■外部検証（外部委員からの意見等）

■議会による検証

■実績値等を踏まえた事業の今後の方針について

9　事業の評価 効果的であった

12　議会による検証
（意見等）

・モニターツアー等いろいろと事業をやっているが、成果を実施した回数で上げているので
効果が見えない。課題について、しっかりと把握して、継続してやってもらいたい。

10　本事業を評価する
意見

・メディア関係者や旅行代理店のモニターツアーについては、非常に良い取組みであると感
じている。ブランディングは一朝一夕にてならず。効果的な手法による継続した取組みが必
要と思われる。
・ばんぺいゆブランド推進協議会における官民協働の取組はモデルとして効果があり、今後
につながる。
・豊富な農産物資源を有効に活用され、さまざまな角度から、観光につなげる活動が評価で
きる。
・「県南広域観光連携推進会議」が設立されたことが評価される。この組織を会議だけに終
わらず、各種の具体的イベントが創り出された。
・実際の業務の中でフードバレーを絡めた八代の食と観光の注目度が上がってきていること
は肌で感じる。今後は優れた加工品や新メニューを定着させ、更にブランディングを推進し
ていただきたい。
・県南広域観光周遊ルートの造成やPRツールの作成など、今後も県南１５市町村の枠組で
連携していくための基礎づくりができた。
・八代の魅力を食と観光の分野において見出す契機となることができた。
・単独の地方公共団体のみの取組でなく、関係する地方公共団体と連携し、広域的なメリッ
トを発揮できる事業であったと思料。
・県南フードバレー構想と共に、日本一の特産品を軸として対外にPRできたことは評価でき
る。地元の人も知らないことも多いので、地道にPR活動を続けることは必要と思う。
・実績値が上がっている。観光プロモーション（駅）は、旅行及び観光に繋がるのではない
か。

11　本事業の良くな
かった点・改善策等の
意見

・今後は、SNS分析ソリューションや顔認証技術による客層分析、案内アプリケーションなど
のツールの導入により、より効果的な取組みに期待したい。
・八代特産は数々あれど、どうしても活かしきれていないように感じる。
・八代漁協では、現在青のりをブランド化していくことを進めている。何か活用していただけ
れば。
・県全体の観光推進に合わせながらも、特にインバウンド対策事業は今後に期待したい。
海外ニーズに則した食の開発や、観光に寄与するスイーツやフルーツなどの食の開発を促
進すべきでは。
・プロモーションにとどまらず、地元の物産を同時に販売すると、女性は魅力を感じる。（対面
の良さ、交流等）

13　今後の方針

・今後は、熊本県・県南15市町村及び民間団体で構成する「くまもと県南広域観光連携推進
会議」を中心に、「県南地域」の統一的なブランドイメージの構築に取り組み、対外的な認知
度向上を図り、地域内の交流人口の拡大及び宿泊客数の増加につなげる。また、県南地域
一体となった「おもてなし」の受入体制の整備に着手する。
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【推進】海外クルーズ船寄港を活かした観光・物産プロジェクト

■事業概要・内部検証

【背景】
・「DMOやつしろ」は平成28年４月に設立されたばかりであり、観光地経営に必要な経営
ノウハウを持つ人材の継続的な確保及び人材育成が課題である。
 
・近年、多くの海外クルーズ船が八代港に寄港しているものの、本市や県南地域の観光
地としてのブランド力が弱く、寄港効果の取り込みが十分行えていない。

・海外クルーズ船の船客等を対象としたアンケートを踏まえ、今後、体験型観光や歴史
文化及び地域の食などの地域資源を磨き上げ、体験・体感してもらうための仕組みづく
りが必要である。

・本市は多くの体育施設を有し、各種スポーツ大会や国内外からの合宿利用客が増加
傾向にある。そこで、市体育施設等の能力を最大限に活用した長期滞在の合宿や新た
な大規模スポーツ大会の誘致に向けた取組みにも着手しているところであり、観光振興
事業とあわせて取り組みを推進し、交流人口の拡大を図りたい。

・熊本地震に伴う風評被害等により宿泊者数が激減するなどの観光産業に影響がでて
いる。

1　事業名
海外クルーズ船寄港を活かした観光・物産プロジェクト【事業期間：Ｈ28～32年
度】

2　総合戦略での主な
位置付け

基本目標2：人をひきつけ、人が集う、活気ある“やつしろ”

（２）世界に打ち出す観光業の展開

【目的】
・海外クルーズ船等で訪れる国内外からの観光客をターゲットに、八代固有の歴史・文
化を活かして、「DMOやつしろ」を核とする官民協働による観光地づくりを進め、交流人
口の拡大と経済効果発現を目指す。

・加えて、日本一の生産量を誇るトマトや晩白柚、い草等の農産物をはじめとする地域
特産品のプロモーション等に取り組むことにより、農林水産物や加工品等の消費拡大・
流通促進、また商品開発等を推進し、観光産業及び食関連産業の活性化と雇用の創
出を目指す。

１．交流人口の拡大

3　事業の背景・目的
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【推進】海外クルーズ船寄港を活かした観光・物産プロジェクト

（千円）

指標名
事業開始

時点
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

目標値 2,475,653 2,429,653 2,616,653 2,668,653 2,770,653 2,805,653

実績値 2,475,653 2,215,463

目標値 6,686 3,986 10,586 13,286 15,786 16,786

実績値 6,686 4,406

目標値 12,367,175 12,173,517 13,114,319 13,379,020 13,894,747 14,071,206

実績値 12,367,175 9,920,171

7　本事業における重
要業績評価指標

5　交付金を充当する
経費内容
（Ｈ28年度）

観光消費
額（千円）

観光客入
込数（人）

外国人観
光客数
（人）

4　事業の概要
（Ｈ28～32年度）

◆ＤＭＯやつしろによる八代地域定住自立圏（八代市・氷川町・芦北町）の観光コーディ
ネート開始。八代市においては、重点エリア（八代城址周辺・日奈久温泉街）での観光
客受入体制強化に着手（体験型観光の開発等）。併せて、熊本地震からの復興にも取り
組む。

①ＤＭＯやつしろ機能強化事業　１，０００千円
・観光専門人材の育成教育システム（外語専門学校との連携）

②大型クルーズ船等インバウンド事業　２８，６８９千円
・八代城址周辺プロジェクト事業（お堀遊覧船・城下町人力車ツアー開発）
・重点ブランディング（八代城址周辺・日奈久温泉街戦略立案）
・既存ブランド強化（宿泊するための仕掛けづくり：モニター試験等）
　
③八代市・氷川町・芦北町ブランド事業　３，８００千円
・旅行会社や代理店等へのPR
・イオンフードアルチザン活動（イオン香港での観光フード展）

6　平成28年度実績額

①DMOやつしろ機能強化事業
　DMOやつしろを担う専門的人材や後継人材の育成、マーケティング等の基礎調査の
実施、観光ガイドやツアー造成の一役を担うランドオペレーター（旅行中の案内や交通
手段の手配を行う者）等の養成を行う。また、熊本地震からの再生に向け観光事業者支
援を行う。

②大型クルーズ船等インバウンド事業
　八代城跡周辺や日奈久温泉を中心に、八代ならではの和のまち並み空間整備を行う
とともに、食・農・文化・スポーツ等の様々な分野と連携した体験型観光の開発や観光客
の周遊性を高めるための多言語による情報発信（表示・ガイドブックやＳＮＳ・スマート
フォン）等に取り組む。また、クルーズ船社等へのツアーの提案やツアーに参加しない
乗客・クルーを対象に中心市街地等との交通アクセスの強化を行い、イベントへの参加
や買物・食事等による消費拡大を図る。

③八代市・氷川町・芦北町ブランド事業（シトラスブランディング事業）
　３市町は、晩白柚やデコポン、夏ミカン等柑橘類の園芸農業が盛んな地域であり、農
林水産省が推進する「食と農の景勝地」の認定を目指した取組を推進する。プロモー
ション活動を進めながら、「ここでしか味わえない体験と味」をテーマに戦略計画を策定
し、晩白柚風呂（日奈久温泉）やデコポン・晩白柚アロマオイルクリームづくり体験、特産
品やお土産の開発等、官・民および周辺地域と協働で外貨の獲得に取組む。

④フードバレー流通推進事業
　国内の大都市圏（東京・大阪・福岡等）や海外での販路開拓と輸出増大、6次産業化
推進による商品開発等を推進するため、物産展や展示会、商談会等への出展、国内外
の消費者に八代産農林水産物の安全性と美味しさをアピールする事業者への支援等
を行う。特に海外展開については、八代港と友好港である基隆市をはじめ、台湾各地に
おいて、県南地域特産品・観光展でのトップセールスを実施し、産地としての知名度向
上を図ることで観光客の誘致に繋げる。

33,460
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【推進】海外クルーズ船寄港を活かした観光・物産プロジェクト

①DMOやつしろ機能強化事業
・市内高校生とのキックオフミーティング（インバウンド用グルメ雑誌の制作）
・着付け体験用古着物購入

②大型クルーズ船等インバウンド事業
・遊覧船3隻購入・人力車2台購入・八代城跡お堀船溜りの設置
・船頭研修会の実施
・重点エリア（八代城跡周辺・日奈久温泉街）戦略プラン作成
・宿泊イベントの実施及び造成
・恋愛ストーリーづくり

③八代市・氷川町・芦北町ブランド事業
・エージェント訪問（韓国・台湾・福岡・大阪）
・香港における晩白柚プロモーション事業
・熊本県やつしろ晩白柚ブランド推進協議会による官民連携事業

【成果】
①DMOやつしろ機能強化事業
・訪日外国人と地元高校生とのコミュニケーションツールとして、着付け体験や飲食店紹
介雑誌を制作したことにより、大型クルーズ船寄港に伴う受入れ体制が構築できた。

②大型クルーズ船等インバウンド事業
・平成28年度は新たな体験観光の開発に着手しており、今後、滞在時間の延長及び消
費拡大につなげることができる。遊覧船運行に伴う船頭及びガイド研修を３回実施。重
点エリアにおける戦略プランの作成。

③八代市・氷川町・芦北町ブランド事業
・ロッテ観光より、やつしろ全国花火競技大会へ1,000名のツアー造成ができた。また、
台湾高雄より修学旅行の受入れについて打診あり。さらに、「八代版ふっこう割」の利用
増大。
・香港における晩白柚プロモーションについては、イオン香港12店舗で開催。晩白柚を
八代港から2,024個（Ｌ玉：2004個、3Ｌ玉：20個）輸出し、95％を実売した。
・熊本県やつしろ晩白柚ブランド推進協議会による官民連携事業については、イオンと
の官民協働による取組みにより、晩白柚の産地をめぐるツアーを3度実施。その他、運営
会議1回、総会1回、調整会議2回。

8　事業実績

【課題】
・交付決定が12月末であったことから、3カ月で出来ることは限られるものの、平成29年
度への弾みはできた。今後は、大型クルーズ船周遊バス利用者に、年度内につくり上げ
た体験観光や地元高校生とのコミュニケーションを図る取り組みを有効活用して行かな
ければならない。また、体験観光だけでなく、他の観光地への周遊や飲食等との連携方
策が必要となる。
・イオン香港からは、晩白柚の出荷個数の増量を打診されているが、産地との調整が必
要。
・晩白柚ツアーと生産者の繁忙期が重なるため、産地との調整が必要。

9　成果・課題
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【推進】海外クルーズ船寄港を活かした観光・物産プロジェクト

■外部検証（外部委員からの意見等）

10　事業の評価 概ね効果的であった

11　本事業を評価する
意見

・熊本地震による影響もあったと思うが、一定の成果があがっている。海外クルーズ船の寄港
数は今後急増することから、早急な体制整備が必要。
・八代港を拠点とする海外クルーズ船の寄港が増加する時期にマッチ（海外客のニーズ）し
た旅行プランなり対応が具体的になりつつある。
・４月の地震後で観光客入込数にかなりのダメージはあったが、クルーズ船はほぼ予定通り
の入港があり、観光を元気付けたと思っている。今後、更に増加が見込まれる中で、本プロ
ジェクトにおいて一定の成果と今後の基盤整備ができたのではと感じる。
・正味３か月の事業期間で、１の事業を補完する観光客受入体制整備などの取組ができたと
考えられる。今後は、加速化交付金事業の実施によって見えてきた課題に対応した事業展
開を行っていただきたい。
・八代港という八代の特性を生かし、外部からの八代への流入の増大に結びつけることがで
きた。
・単独の地方公共団体のみの取組でなく、関係する地方公共団体と連携し、広域的なメリッ
トを発揮できる事業であったと思料。
・海外クルーズ船の寄港は、地域経済へ大きな市場をもたらすものと期待できる。今後は
ハードの強化に合わせ、ソフト面の強化を今後に期待したい。特に八代にはレジャー要素を
持った観光財源が不足していると思われ、観光サービス事業の創出が必要ではないか。
・海外クルーズ船寄港を契機に、色々な取組が行われ、八代の魅力が見直されブランド化さ
れることは評価できる。課題は多いと思うが、観光も含め八代（県南）でクローズドできる地域
資源開発を期待するところ。
・クルーズ船で来た外国人がイオン八代で購入する姿が減った。物産や観光とのつながりを
感じられない。
・晩白柚の購入は、ネット予約、早割など促進する。

12　本事業の良くな
かった点・改善策等の
意見

・国際観光農園の誘致やJAやつしろ、食品加工会社などとの連携により、クルーズ船客の対
応のみならず、八代港からの輸出にも繋げるなど、広がりのある事業展開を期待したい。
・旧八代市、熊本市、観光地には効果があったと思うが、坂本、東陽、鏡、泉、千丁の事業者
には効果が少なかった。
・現行では、八代港へ寄港するだけで、八代地域への目に見えた観光、物産への波及効果
があまり見受けられない。今後、寄港数が増加する中で、目に見える取組が出てくるとは予
想される。
・外国人の集客はあまり望めなかったように感じる。
・外国語（多言語）を話せる通訳ボランティア（学生ボランティア等）等の要請や登録を増や
す必要がある。
・感覚的なものだが、確かに「八代」が潤っている感はあまりないような気がする。
・「しごと創生」分野の事業であり、観光客・消費額の増を通してどの程度のしごと創生につな
がっているかについても配慮いただきたい。
・寄港したクルーズ船の乗客の多くが、八代市外の観光地に行っている。八代市内での観
光サービスの充実が必要では。
・DMOやつしろの設立から１年しか経過していない事、熊本地震の影響もあり、目立った実
績が見えない。今後の事業の発展に期待したい。
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【推進】海外クルーズ船寄港を活かした観光・物産プロジェクト

■議会による検証

■実績値等を踏まえた事業の今後の方針について

13　議会による検証
（意見等）

14　今後の方針

・重点エリア戦略プランに基づき、着実に重点施策を推進することにより、さらなる地域プラッ
トフォームによるまちづくりを目指す。
・大型クルーズ船寄港に伴う受入環境整備とＤＭＯやつしろ組織力の強化。
・観光動向の形態は多様化しており、新たなニーズの把握や徹底したデータ分析を行うなど
マーケティングの強化を図る。
・重点エリアを中心とした観光地開発と和の空間整備を行い、八代固有の歴史・文化を活か
した景観整備と宿泊に結び付けていく。
・スポーツイベントによる誘客を目指すため、新たにスポーツツーリズム事業に着手する。
・定住自立圏を結ぶ氷川町と芦北町との広域連携事業をスタートさせ、圏域一体となってプ
ロモーション等を行っていく。
・熊本県やつしろ晩白柚ブランド推進協議会の会議や勉強会等を通じて、イオンやＪＡ、生
産者などの関係者と協働、連携し、安定した海外販路となるよう調整を行う。
・本市が有する全国有数の農林水産資源を活かした生産・販売・商品開発等により、更なる
「高付加価値化」、「新たなビジネス創出」、「生産者の所得・雇用の向上」を目指す。

・遊覧船の運行については、事故等がないようにしてもらいたい。また、お堀の有効活用を
しっかりと考えてもらいたい。
・八代城跡におけるバスツアーの滞在時間については、最初から分かっていたと思う。また、
最大の要因は駐車場がないということ。八代市が観光を誘致したとしても停める場所がない
ことは問題である。また、交通渋滞となっているため、ツアー会社とのすり合わせと計画性の
ある詰めの協議をお願いしたい。
・函館にもクルーズ船が入港しており、「Book OFFはどこですか」とのお尋ねや、免税店よ
り、中古屋さんに興味があるとの話もある。また、ラーメン屋さんにも興味を持っているので、
しっかりとリサーチしてもらいたい。
・クルーズ船の受入れについては、ハード的な整備が必要である。トイレの整備やWiFiや
カード決済などの導入について検証してもらいたい。
・クルーズ船への対応に振り回されており、本来の業務が疎かになることを危惧している。国
内観光など、お客様へのおもてなしを点検してもらいたい。
・晩白柚の香港プロモーションについては、成果は評価しているが、生産者の実入りを第一
に考えてほしい。そういった意味では、大都市圏への販路も重視すべきではないか。
・今後も多くある課題を分析しながら取り組んでもらいたい。
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【推進】海外クルーズ船寄港を活かした観光・物産プロジェクト

15　平成29年度の取組
概要

◆八代城址周辺と日奈久温泉街を重点エリアとしたインバウンド対策や、八代市・氷川町・
芦北町の関係団体等により「シトラス観光圏推進協議会」を設立し、農林水産省の「食と農の
景勝地」の認定に向けた取組みに着手する。

①ＤＭＯやつしろ機能強化事業　３０，８０６千円
・専門人材の活用とマーケティング
・観光専門人材の育成教育システム（地元高校・短大と連携した外国人観光客の受入強
化。）

②大型クルーズ船等インバウンド事業　８０，７１６千円
・八代城址周辺プロジェクト（お堀遊覧船・城下町人力車ツアー運営支援等）
・城下町やつしろ和のまち並み空間整備事業（重点エリア：八代城址周辺・日奈久温泉街）
・観光ブランド強化（宿泊するための仕掛けづくり、日奈久温泉旅館支援、妙見宮周辺整備
等）
・地域資源の開発及び商品化支援（体験観光商品の開発助成）
・インバウンド対策（県内プレミアムツアー造成、外国語表示作成等）
・スポーツツーリズム推進事業（多言語ホームページ等の作成、招致アドバイザーの活用）

③八代市・氷川町・芦北町ブランド事業 ３２，０００千円（内八代市：２３，６５４千円）
・映像プロモーション（３市町が連携したプロモーション活動の実施）
・ブランディング（農林水産省の「食と農の景勝地」の認定を目指した取組み、肥薩線・肥薩
おれんじ鉄道等戦略プランの立案）
・旅行商品開発事業（旅行商品開発、道の駅でのイベント開催、体験農業等）
・イオンフードアルチザン活動（ｲｵﾝ香港での観光フード展）

④フードバレー流通推進事業　１１，１２１千円
・台湾プロモーション事業（八代港との友好港がある台湾基隆市等での認知度向上を目指
す観光フード展の開催。）
・八代産農林水産物等PR事業（県外・海外へ販路を開拓する企業等の掘り起し。）
・リーファーコンテナ利用支援（八代港からの農林水産物等の輸出を目的とした補助を実施
し、輸出トライアルやコンテナ実証実験等に活用する。）
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【推進】　八代圏域ツナガルインターンシップ推進事業

■事業概要・内部検証

4　事業の概要
（Ｈ28～32年度）

3　事業の背景・目的

1　事業名 八代圏域ツナガルインターンシップ推進事業【事業期間：Ｈ28～32年度】

（２）「人材」確保・育成・支援

【目的】
・実践的なインターンシップの取組みを通じて企業の魅力を直接的に学生へ伝える手段・
場所をつくることで学生が域内企業を知る機会を創出する。

・企業の経営課題解決にインターンシップを活用するなどし、域内企業の抱える人材不足
や経営的な課題の解消を図る。

・これらの取組みにあたっては、3市町のうち大多数の企業が立地する八代市が主となって
インターンの仕組みを構築し、若年者雇用のダムとなり、八代圏域内外の学生の域内定着
を図るとともに、氷川町・芦北町とも連携しながら、移住定住を促進するための側面的支援
を実施すること定住自立圏として若年者の流出抑制を図る。

①企業と若者との交流拠点整備
・展開１：インターンシップを通じた企業と学生との交流を促進。
・展開２：学生と企業による新技術・新製品開発等に対するコーディネート（県内大学・高専
等との連携）
・展開３：UIJターン者の地元就職のための相談窓口を設け、域内企業とのマッチングを支
援（地元商工会議所・商工会等との連携）。
・展開４：当該拠点を活用した地域内雇用及び創業の促進にかかる支援

②インターンシップの取組を通じて活性化する企業活動・若者の集積を産業振興や定住促
進へ繋げるための側面支援事業
・定住自立圏３市町合同就職フェア
・移住定住促進事業（首都圏等で開催される移住定住フェア等への参加、情報発信等。）
他

2　総合戦略での主な
位置付け

基本目標１：魅力産業と雇用を創出し、活力に満ちた“やつしろ”

２．多彩な地域産業を支える

【背景】
・八代市は、全国と比して15歳前後の流入が多く、周辺市町村からの進学先としての受け皿
となっている一方、18～20歳前後の転出が非常に多い。氷川町・芦北町も、八代市同様、
若年者の流出が非常に多い。

・八代市と氷川町・芦北町は隣接していることから通学・通勤面でも結びつきが強い地域で
あり、定住自立圏形成協定を締結し圏域全体の定住促進に向けて連携・協力を進めている
ところである。

・3市町とも若年者の流出が顕著である一方、卒業後の進路に関するアンケートでは、各市
町への定住を望む学生が5～6割おり、非常に高い結果であった。また、氷川町・芦北町に
おいては、求職者の５割以上は町内に希望する職種がないと回答している。

・3市町の企業からは、若年者の雇用環境が年々厳しさを増すことへの不安感が広がって
おり、将来的な経営の持続性が危ぶまれている。一方で、教育機関からは市内企業の情報
が学生に伝わらないとの声も聞かれており、実際には企業からの求人が出されているにも
関わらず、若年者にとっては「地元に就職先がない」との印象を与えてしまっている状況で
ある。

・八代圏域でも多くの企業がインターンシップの受入を行っているが、学生にとっては単に
就業体験を行う場所、企業にとっては地域貢献のための取組となっており、両者にとってメ
リットが非常に少ない実情となっている。
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【推進】　八代圏域ツナガルインターンシップ推進事業

（千円）

指標名
事業開始

時点
Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32

目標値 0 0 144 162 196 245

実績値 0 0

目標値 0 0 8.97 7.97 6.97 5.97

実績値 0 0

目標値 0 0 53 164 308 485

実績値 0 0

8　事業実績

①企業と若者との交流拠点整備
・Ｈ２８年度は事業の実施主体となる「八代圏域雇用促進センター」を設立（H28.12）。
・全国公募により事務局長を選定（公募期間：H28.12.22～H29.1.31、採用面接：H29.2.5）。
・岐阜県のＮＰＯ法人Ｇ－ｎｅｔとの実務研修を実施（H29.3.6～H29.3.24）。

②移住定住促進事業
・移住者交流ネットワークの構築を目指し、市内の移住者に参加を呼びかけ「移住者交流
ワークショップ」を3回開催。(H29.2～Ｈ29.3）

【課題】
・次年度は当圏域の実情に即した形で事業構築を行っていくことがテーマとなる。
・今後、移住者交流ネットワークの活動が自立的かつ継続的に行われるために、次年度は
交流会等を開催し、移住者交流ネットワークの活動支援を行う。

7　本事業における重
要業績評価指標

本事業による、18
～22歳の若年者
の八代圏域外転
出減少率(％)

本事業による、イ
ンターンシップ参
加学生数(人)

本事業による、高
校・高専・短大卒業
者等の八代圏域内
企業への就職者数
(人)

9　成果・課題

【成果】
①企業と若者との交流拠点整備
・次年度以降の本格実施に向け、概ね当初計画に沿った形での準備作業を終えることがで
きた。（岐阜・G-netでの研修内容：実践的インターンシップのスキーム構築及び各種ツール
の作成、次年度事業計画の策定ほか）

②移住定住促進事業
・「移住者交流ワークショップ」を通し、移住者交流ネットワークを構築に向けた活動が実施
できた。

5　交付金を充当する
経費内容
（Ｈ28年度）

9,0176　平成28年度実績額

◆運営主体となる組織の立ち上げ及び先進事例であるＮＰＯ法人G-netと連携し、交流拠
点のキーマンとなる事務局長の選定・育成を行なう。同時に、定住自立圏共生ビジョンに基
づく移住定住のためのネットワーク作りを行なう。

①企業と若者の交流拠点整備　７，５７８千円
・ツナガルインターンシップ事業（人材育成及び産業コンサルティングに精通した新拠点の
事務局長を公募により選定。次年度の拠点立上げに向けた体制整備。）

②移住定住促進事業　１，５００千円
・移住者交流ネットワーク作り事業（移住定住の支援として、交流や相談の場となる「移住者
交流ネットワーク」を構築するため、移住者によるワークショップ等を実施する。）
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【推進】　八代圏域ツナガルインターンシップ推進事業

■外部検証（外部委員からの意見等）

■議会による検証

■実績値等を踏まえた事業の今後の方針について

15　平成29年度の取
組概要

◆交流拠点の認知度向上とインターンシップの制度設計を行う。同時に、「移住者交流
ネットワーク」の活用を図る。

①企業と若者の交流拠点整備　１９，３７２千円
・ツナガルインターンシップ事業（インターンシップ事業の立上げに際し、拠点設置と実
施事業のPRを行なうとともに、学生と企業の掘り起こしや域内学生向けの短期インター
ンシップの内容を確立する。また、域外学生向けの長期インターンシップの制度設計の
検討を行う。）

②移住者定住支援事業　４８１千円
・移住者交流ネットワークづくり事業（移住者交流ネットワークの構築に向けて、移住者
を対象とした相談会や交流会を開催するとともに、移住希望者への情報発信を行う。ま
た、事業により得られるアンケートや相談内容等を基に、移住者の支援方策や国際化
への対応を検討する。）

・Ｈ２９年度は地域における成功事例構築のため、企業サイド、学校サイド双方とのパイ
プ作りを進めていく。また、短期インターンシップの事業スキームを確立させ、H30年度
に向けた成功事例の積み上げを目標としていく。
・移住者定住支援事業については、相談会や交流会の開催等により、移住者交流ネッ
トワークの構築に向けた支援を行っていく。また、移住希望者に対する情報発信を引き
続き行っていく。

10　事業の評価 あまり効果がなかった

11　本事業を評価する
意見

・少子高齢化が急激に進む中に、地域の若い人財を定着させる本事業は非常に重要であ
ると考える。今後の積極的な取組みを期待したい。
・年度内に八代圏域雇用促進センターが設立され、次年度以降のインターンシップの本格
展開に向けた準備が整えられた。

14　今後の方針

12　本事業の良くな
かった点・改善策等の
意見

13　議会による検証
（意見等）

課題として、挙げられている点、また、外部委員からの意見等を踏まえ、成果が得られるよう
に事業に取り組んで欲しい。

・海外クルーズ船客の対応に必要な多言語対応やおもてなしの人財育成が急務。「海外ク
ルーズ船寄港を活かした観光・物産プロジェクト」との連携により取組みを進めて欲しい。
・八代公共職業安定所、八代商工会議所、八代市商工会と情報の共有の場をつくって、協
力体制を整えてほしい。
・全国的に就職は売り手市場で働く場所は沢山ある。八代においても就職先は充実してい
ると思うが、魅力がないのだろうか。
・八代地域の商工会議所、商工会等の既存の組織や団体を縦横に連携し、地元に職を
探ったりできる情報を多く発信する必要がある。
・根本的な課題に向けての対策はもう少し掘り下げる点がありそうな気がする。
・専門外ということで評価が難しいが、インターンシップ等の発送の前に若者にとって魅力的
な仕事が都市部に比較してどれだけ存在するのかが不明であった。
・取組の効果が一層高まるよう、センター事業の市・町民への周知や事業の実績づくりを進
めていただきたい。
・今年度の事業自体が活動の準備段階（組織作り、事業の企画立案など）のため、目に見
える成果が出ていない。
・地方創生人材確保育成を目指すものであるが、一定の効果を発揮させるためには、いま
だ時間を要すものと思料。
・中学・高校生のインターンシップは定例的に実施されているが、学校からの謝辞と生徒の
感想はあるので、八代市（郡）全体のデータとして、インターンシップ体験（職場体験）での
実績として、生徒自身の八代圏域を拠点としたときの進学や就職に関する希望や要望をア
ンケートし、データ化すると将来の課題も見えてくるのでは。
・移住定住促進事業における交流や相談の場を活性化し、外国人移住者の生活が充実さ
れるようなスキルや人脈の構築につながっていない。
・モンゴル人、ベトナム人など外国人の食生活に対する不安等に丁寧に対応できる人材や
情報提供など、更に努力する必要がある。
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